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問題と目的　ASD の ある人は協同活動が苦手な こ と

が多い が，他者を刺激と して行動を調整するこ とは社
会生活を送る上 で 重要である 。 本研究では ， 協同ボー

ル 運び活動の成立が難 しい 知的能力障害を伴 う ASD
児 2 名に対 して ，大学の療育教室にお い て言語や身体
の 支援による指導を行い活動の成立 ・維持を試みた 。

本研 究を通 し， 知的能力障害を伴 うASD 児 に協同活

動を促進 させ る指導にっ い て検討 した、
方法　く対象者＞4：6 の男児（以下，A 児）と4 ：9 の 女児

（以下 ，
B 児）の 2 名であっ た。　 A 児は広汎 性発達障害

の診断が あっ た。3：4 で 実施 した新版 K 式検査 2001
は ，

P −M3 ：1
，
　 C・A2 ：6

，
　 L −S2：4 で あっ た。体の 動きが

ぎこ ちなく指先は不器用だ が，体を動かす こ とを好ん

だ。B 児は 自閉症の診断が あっ た 。 4：1 で実施 した新
版 K 式検査 2001 は，P−M2 ：4，　 C −A3 ：3，　 L−S4：0 で あ

っ た。体を協調 させ て 動かすこ とは苦手だが ， 体を動
かすこ とは嫌が らず取り組む ことがで きた。

〈標的行動〉対象児が刺激対象（支援者やボー
ル ，籠）

に注 目して籠を支援者に合わせ て動か し，A4 サイズ

の 籠に載せ た直径 20cm の ボー
ル を運 ぶこ とがで きる 。

〈研究デザイン〉支援者 1（筆者 1）と対象児の 5 往復
の 協同ボール 運び を 1 セ ッ シ ョ ン とした対象者間多
層 べ 一

ス ライ ンデザイ ン で あっ た 。

〈手続き〉欒饗 簗靆鑞 は以下の 通 りであっ た 。

（1）対象児がボニ
ル 蒼一

つ 籠に入れ る 。

（2）対象児と支援者 1 が両手で籠 の 棒を持 ち，
立 っ

。

（3）支援者 1 の 掛け声で歩き始める 。

（4）支援者 1 は対象児に視線を向け ， 1秒毎に 「よい し

ょ 」と言い ながら 1秒に約 25 セ ン チの 幅で歩 く。

（5）ゴー
ル で ， 籠を傾 けて ボール を箱に入れる。

（6）支援者 1 の 掛け声で ス タ
ー トに向か っ て歩く。

（7）（4）と同様に歩く。

（8凛 》瓢 7）を 4 回繰り返す。

　麩 翻には ， 大学院生（以下 ， 支援者 2）が以下の 支

援を行っ た 。

（1）対象児が刺激対象に注 目して い ない 場合は ，
「先生

見て」の 声掛けと指さしを行っ た。

（2）籠を運ぶテ ン ポが合わない 場合は ， 対象児の 後ろ

か ら対象児の 手に手 をかぶせ て籠の 支え棒を持ち，支

援者 1 の 掛け声に合わせて籠を動か した。 修正 で きた

鬻1響蟻識 蓼謄 舗
は 「支援者 1 の 掛け声な し， 片道毎に 1 回ランダム に

2 秒間静止 」を 1機会行っ た 。 指導期間を通 して ， 片

道毎に視線を刺激対象に向け ， 籠を平行に して運ぶ こ

とが できた場合は，言語称賛 を行 っ た。
〈評価〉 タイ ム サ ン プリン グ法によ り評価 した。
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正 反応　対象児の 顔 と目が刺激対象に向い て い る

誤反応　対象児の 顔と目が刺激対象に 向い て い ない

（籠の平行）
正反応　籠の支え棒の 1本が床 の 升目の ライン と2 本

　　　以上交わ らない

誤反応 籠の支え棒の 1本が床の 升目の ライン と2 本

一
結果 A 児　介入期初期に は ， 籠の 平行の 回数はベ ー

ス ライ ン期に比 べ て格段に高くなっ た 。 介入期中期以

降は協同ボー
ル 運び 活動そ の もの が安定 してで きる

よ うにな っ た 。
ポ ス トテ ス ト期は介入期に続い て ほ ぼ

正 反応で活動する こ とがで きた。
B 児　介入期には ， 支援者 2 の 声掛けに即時に反応 し

て支援者 1 の 顔を見 るよ うになっ た 。 視線が朿1膀贐像
に向かわなくても， 籠を運ぶ テン ポは支援者 1 と合わ

せ られるようになっ た。 様 々 なこだわ り行動が出現 し

たが ， 視線や籠の 平行は 高い 正反応の 回数を示 した。
テ ス ト場面では ，

B 児はテ ス ト1 ・2 ともに無言で 籠
を運ぶ支援者 1 に対 して活動の 前半で何度も「よい し

ょ して 」と支援者 1 に声掛けを要求 した 。

考察　対象児2名 は異なる変化を見せ たが ，それぞれ

協同ボー
ル 運び活動を成立 ・維持 させ るこ とが で きる

よ うになっ た。 支援者 2の 声か けや指差 し，身体プ ロ

ン プ トに より対象児が協同活動に必 要なポイ ン トで

ある刺激対象の 注視や活動パ タ
ー

ン の 習得が推進 さ

れたと考え られ ， 注意を向ける場所や活動の パ タ
ー

ン
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Fig．　1 対象児の視線が殉臘 対象に向い て い た回数 と

　　籠の 平行の 回数と介入期の プ ロ ン プ トの 有無
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